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 ロシアがウクライナへの攻撃の手を緩めず、和平が見通せない状況において、ハ

ンガリー政府は「ウクライナの EU 加盟反対」を誘導する国民投票まがいのキャンペ

ーンを開始した。ロシアのウクライナ侵略をどう止めるかが焦眉の課題になってい

るこの時に、「EU 加盟反対キャンペーン」を張る Fidesz 政権の意図は何か。そこ

までして、プーチンに忖度しなければならない理由は何か。多くのハンガリー市民

は冷めた目で政府のキャンペーンを見つめている。 

 これまで、Fidesz 政権は定期的に支持基盤の強化を図るために、政府のお金を使

って、「国民コンサルテーション」と称する国民投票に似せたキャンペーンを行っ

てきた。有権者から意見を聴取するという名目で、政府の政策への支持を訴えるア

ンケート調査である。最初のコンサルテーションには 200 万を超える返答があった

が、何度も繰り返される「国民コンサルテーション」の意図を見抜いた有権者の多

くは、次第に回答しなくなった。返送するのは、Fidesz の岩盤支持者だけで、ほぼ

130 万人の有権者（Fidesz 支持者）が、生真面目に回答するという状況が続いてい

る。その岩盤有権者ですら、即座に回答する人は 5-60 万人で、2 か月 3 か月と締切

期日を伸ばし、挙句の果てはメイル返送でも構わないと形振り構わず集めた成果が、

130 万である。 

 この状況下で、Fidesz 政権は法律に沿った国民投票を実施することはできない。

国民投票は有権者（現在のハンガリーの有権者数はおよそ 808 万人）の 50％以上の

投票を成立要件としており、現在の Fidesz の支持率ではこの要件をクリアすること

ができない。だから、法にもとづく国民投票ではなく、政府がいつでも実施できる

アンケート調査のような形で、国民投票まがいのキャンペーンを実施してきた。 

 今回の「ウクライナの EU 加盟の是非」を問う政府キャンペーンも、法律にもとづ

く国民投票ではなく、「意見聴取のための投票」として、全有権者に投票用紙を郵

送している。ご丁寧にも、ウクライナの加盟を認めると、国民生活にどのような不

都合が生じるかというＡ4 版 1 ページの解説が付せられ、オルバン首相の手紙も付さ

れている。 

 

オルバンはなぜプーチンに忖度しなければならないのか 

 

 Fidesz 指導部、とくにオルバン首相やスィーヤルト対外経済外務大臣は、2012 年

の原発拡張工事のオルバン－プーチン密約以降、プーチン率いるロシアへの忖度を
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欠かしていない。まるで一生続く義理があるごとく、ロシアに顔出しする精勤に努

めている。 

 スィーヤルトはロシアのウクライナ侵略が始まって以降、実に 11 度もロシアを訪

問している。参勤交代以上の頻度である。この間、キーウィを訪問したことはなく、

一度だけ少数民族問題の協議のために国境に近いウクライナの町を訪問しただけで

ある。 

 ロシアの侵略が始まって 2 年半経過した 2024 年 7 月、ハンガリーが EU 持ち回り

議長国になったその日に、何の前触れもなく、オルバン首相は最初の訪問国として

キーウィを初めて訪問した。しかし、これはたんなるポーズであった。ウクライナ

訪問直後にプーチン大統領を訪問し、さらにはアメリカに渡ってトランプを訪問し

た。プーチンにはウクライナ訪問を伝えながら、ゼレンスキー大統領には次に予定

されていたロシア訪問について一言も触れず、いったんハンガリーに戻ってからか

らモスクワに出向いた。この見え透いた行動に、ゼレンスキー大統領だけでなく、

EU 首脳の怒りを招いたことは記憶に新しい。 

これ見よがしの親ロシア、反ウクライナ姿勢は何処からくるのだろうか。 

 私は、パクシ原発にかかわる巨額の裏金を受け取ったことが、最大の要因だと考

える。まるでスィーヤルトの頻繁なロシア訪問は、ロシアの銀行から裏金を引き出

しに行くような行動様式である。ロスアトムから獲得した裏金が、オルバン・ヴィ

クトルの政治姿勢を 180 度転換させ、スィーヤルトがその分け前をもらって、オル

バンとプーチンに忠実に遣えているのが真相だろう。オルバン政権は NGO や野党

に西側からの資金が流れてことを主権侵害だと政治的抑圧を続けているが、自らが

ロシア資金を受け取っていることをひた隠しにしている。主権を侵害している張本

人は、オルバン・ヴィクトルではないか。 

 さらに、ロシア侵略始まって間もない時期に開かれた EU 首脳会議で、ゲストに招

かれたゼレンスキー大統領から公然と批判されたことを、オルバン首相は根に持っ

ている。ブチャの虐殺を認めないオルバン首相にたいして、ゼレンスキー大統領は

各国首脳の面前で、オルバン首相公然と批判した。オルバンは公の場で辱めを受け

たという怨念をいつまでも抱えている。だから、トランプ大統領が誕生し、ウクラ

イナを追い詰めていることを大喝采して、溜飲を下げているのである。 
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後手に回る Fidesz 政権 

 

それにしても、ウクライナの EU 加盟が焦眉の課題になってもいないこの時期に、

ハンガリー政府が「ウクライナの EU 加盟反対」キャンペーンを張るのはなぜか。唐

突に見えるこのキャンペーンは国際状況を見誤った戦術的失敗か、それとも野党の

追い上げに危機感を持った Fidesz が陣営の立て直しのためか、あるいは現在の

Fidesz の支持状況を確認するための政治戦術だろうか。そして、欧州委員会やウク

ライナにたいする Fidesz 政権の政治姿勢を示し、同時にプーチンへの忖度を示すた

めか。 

オルバン首相が今回の意見聴衆キャンペーンに付した手紙（前ページ）で、次の

ように記している。「ウクライナの EU 加盟は、ハンガリー社会の将来に多大な影

響を与える。したがって、我が国の頭越しに加盟が決められるべきものではない。

ウクライナ加盟に伴う経済・金融・国家安全・その他の影響について記した文書を

読解されたのちに、投票用紙に自らの決定を託して欲しい。ブリュッセルが我々に

代わって決定するのではなく、貴殿が決定すべき重大な事項です」（要旨） 

 オルバン首相の手紙のほかに、もう 1 通の解説文書が添付されている。 

この文書では 7 点にわたって、ウクライナの EU 加盟に伴うリスクを列挙してい

る。それをかいつまんでまとめると次のようになる。 

  1. ウクライナが加盟すれば、ハンガリーに届くはずの EU 資金がウクライナに流れてし

まう。さらに、ウクライナの復興のために EU が共同で資金調達すれば、その利払いはハ

ンガリーの負担にもなり、それは 1 つの家庭で年間数十万フォリントにもなる。 

  2.  ウクライナの耕地は EU 全体の 3 分の 1 にもなる。ウクライナが加盟すれば、農業補

助金のシステムが変わり、ハンガリー農業が得るはずの補助金がウクライナに流れる。 

  3.  ウクライナが EU に加盟すれば、加盟国での就業が自由化され、大量の安い労働力の

流入は、ハンガリーの労働状態や賃金に影響を与える。 

  4.  ウクライナが加盟すれば、数百万人のウクライナ人がハンガリーの年金受給資格を得

る。これはソ連時代に結ばれた協定にもとづくもので、ウクライナ側はそれを破棄しよう

としない。したがって、13 か月目の年金（ボーナス）の支給が難しくなる。 
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  5.  ウクライナは戦争前から違法薬物の売買や組織犯罪の拠点になってきた。戦時中の武

器の一部もこれらの組織にわたる危険があり、ウクライナ・マフィアがハンガリーに勢力

を伸ばすことが考えられる。 

  6.  ウクライナでは遺伝子操作を行った農産物が作られており、健康に悪影響を与える。

現在はこれをハンガリーに持ち込むことはできないが、EU に加盟すればこれらの農産物

がハンガリーの店舗に並ぶことになる。 

  7.  EU 加盟後にウクライナから大量にハンガリーに入国する人々は、ハンガリーの医療

保険サーヴィスを受けることができるようになる。ウクライナでは多くの予防接種が強制

されておらず、ハンガリーに入国した人々が公衆衛生リスクや感染リスクを高めることに

なる。 

   投票用紙の返送期限は、2025 年 6 月 20 日。 
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中・東欧社会が崩壊し、その後に順次 EU 加盟が認められ、補助金を受けてきたこ

とを忘れてしまったかのような文言である。「こんなに悪いことがいっぱい起きる

ことが予想されるウクライナの EU 加盟に、貴殿は賛成しますか、それとも反対しま

すか」という予断を与える投票催促である。 

これが現在の Fidesz 政権が大金をかけてやっているキャンペーンの実態である。

子供じみた拙いアンケート調査に、どれほどのハンガリー人が回答を寄せるかは見

ものである。Fidesz 幹部もそれを確認したいのだろう。 

  ちなみに、これまでの国民コンサルテーションと違い、「国民投票」を錯覚させ

るような投票用紙が同封されている。しかし、これは国民投票ではない。投票期間

はおよそ 2 か月。開票がどのように行われるかも公表されていない。密室の中での

開票が行われる。国民を見下した政権のキャンペーンである。 

 

   

長期にわたる Fidesz 政権によって、いろいろなところに綻びが出ている。政治家

や高級官僚自身、あるいはその子弟が我が世の春を謳歌し公金を私物化しているこ

とに批判的な人々の数が増えている。それが Tisza 党の躍進をもたらしている。政府

から補助金をもらっている調査会社 Nézőpont は、まだ Fidesz と Tisza 党との間には

10％の支持率の差があると政権政党に忖度しているが、HVG が調査を委託した

Median の調査（3 月 13 日）によれば、すでに Fidesz（37％）と Tisza（46％）で支
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持率は逆転しているという。Nézőpont はカラチョニ・ブダペスト市長誕生の際も、

10％ほどのリードで Fidesz 支持候補が当選すると調査結果を発表していた。政府の

補助金で成り立っている調査会社は、まったく信用できない。 

来年の総選挙までまだ先は長いが、Fidesz 幹部は政権維持のために形振り構って

いられない状況になっている。国立銀行資産の不正取得、NER の会社幹部の贅沢三

昧、政権幹部や高級官僚の子弟の公金詐取で、Fidesz 政権は弁解に追われている。

自らの非を認めるのではなく、政権を批判する NGO や学者、政権に不利な判決を

下す裁判官を「虫けら」と称し、「虫けら退治」を宣言する気の狂いようだ。とに

かく、あらゆる手段を使って Fidesz 支持有権者を繋ぎ留め必要がある。すべての問

題は自分たちが惹き起こしたものではなく、外部からもたらされたものだという基

本戦略は今でも変わらない。当面、ウクライナを批判し、EU を非難して、「ハンガ

リーを外敵から守っている Fidesz オルバン政権」というステレオタイプなキャンペ

ーンを張る以外に方法がないのが、Fidesz 政権の現状である。 


